
主催：沖縄県・公益財団法人おきなわ女性財団

令和８年度 啓発学習事業 参加費
無料

日 時

会 場

12月１日 （火）
沖縄県男女共同参画センター てぃるる ２階会議室

対 象
★自治体職員 ★避難所を開設する可能性のある企業・団体の方
★災害時に地域で何ができるか考えてみたい方

定 員 50名（定員に達し次第締切）

Googleフォームからのお申込みはこちら

講師プロフィール

神奈川県出身、那覇市在住。東日本大震災（2011）や能登半島地震（2024）等の被災地において、災害

ボランティアセンターの運営支援に多数従事。沖縄県内ではDWAT（災害派遣福祉支援チーム）チーム員

養成研修の講師や、住民向けの防災講座、避難所運営に関わる支援を広く行い、平時からの地域づくり

と防災・減災を推進している。

13：30～１５：30
（開場 13:00～ 講師紹介等 13：25～）

高齢者用のオムツを渡されて
サイズが大きすぎたけど
みんな大変な時に言えないさぁ。

防災講座

特定非営利活動法人まちなか研究所わくわく 代表理事
一般社団法人災害プラットフォームおきなわ 事業統括

2026年、災害現場で起きていること
～誰もが安心できる避難生活とは～

宮道 喜一（みやじ きいち）氏

炊き出し係も私。トイレ掃除も私。
夫の洗濯物も私。ほっと一息つきたいな・・・。

性別や年齢、家族構成、障がいの有無、国籍の違いなどによって、避難生活で直面する困りごとは異なります。
誰もが安心できる避難生活について、行政、企業、団体、地域、それぞれが今からできる備えを考えます。

I don't understand
Japanese…

避難所はオープンすぎて
「トイレで着替えています。」

避難所に来てみたら粉ミルクが
無かった。『普通、母親が避難袋に入れて
いるだろう』と言われた。

行政の人が全部やって
くれるから安心だ。

医師の夫は被災直後からずっと
ボランティアで診療し続けている。

https://x.gd/O0ERk

男女のトイレを
離してほしい。

ずっと誰かに見られている・・・

聴こえないから、
わからない。



TEL : ０９８-８６８-３７１７ FAX ： ０９８-８６３-８６６２

ホームページ ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｏｋｉｎａｗａｊｏｓｅｉ.ｏｒｇ/

Ｅ-ｍａｉｌ ： ｋｏｕｚａ＠ｏｋｉｎａｗａｊｏｓｅｉ.ｏｒｇ

令和８年度 防災講座 申込書
メールでのお申し込みは以下の内容を明記し、件名に「防災講座」とご入力ください。

ふりがな お住まい（市町村）

電話番号

e-mail

※講座の事前連絡に使用いたしますため、正確にご記入ください。

沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」
〒900-0036 那覇市西3-11-1

●バス：市内線1･2･3･5･15番

市外線45番（三重城バス停）

●お車：地下駐車場あり（80台収容可）

※ 満車の場合、近隣の有料駐車場をご利用ください。

（ － － ）

（ ＠ ）

市・町・村

個人情報は講座運営のためのみに使用し、それ以外の目的で使用することはありません。

お問合せ（公財）おきなわ女性財団 TEL：098-868-3717 担当：南

公益財団法人おきなわ女性財団

アクセス

Ｇｏｏｇｌｅフォームからお申し込みください。

・Googleフォームでお申し込みが出来ない場合は、下記の表に必要事項をご記入いただきＦＡＸで送信してください。

・電話・メール、おきなわ女性財団のホームページからもお申し込みができます。

＊メール・ホームページからのお申し込みの場合、以下の申込書の内容を必ず明記してください。

・お申し込み後、３営業日以内に受講に関しての連絡がない場合は、ＦＡＸ・メールが届いていないことがありますので、お問い合わせください。

氏
名

連
絡
先

【年代】10代・20代・30代・40代・50代・60代・70代・80代以上

Ｘおきなわ女性財団HP インスタグラム

□ 自治体職員 （勤務先： 県・市・町・村 課）

□ 避難所を開設する可能性のある企業、団体の方（ ）

□ 災害時に地域で何ができるか考えてみたい方（ ）

所
属
先

https://x.gd/O0ERk
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